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上がり、特別活動の時間と兼ね合わせながら行わ
れることが多い状況が続いた。
今回の改訂では、各教科・領域で「目指す資質・
能力」を三つ示し、学習の目標をより分かりやす
くした。中でも「総合」は、各教科で身に付けた
「資質・能力」を発揮したり組み合わせたりして、
様々な課題を協力して乗り越えられるようになる
ための大切な時間として、位置付けられたのであ
る。
（2）児童・生徒に身に付けさせたい資質・能力の
整理
今回の学習指導要領では、すべての教科・領域・
活動で、目指す資質・能力が三つに整理されて示
されている。
① 何を理解しているか、何ができるか（生きて
働く「知識・技能」の習得）。
② 理解していること・できることをどう使うか
（未来の状況にも対応できる「思考・判断・
表現力等」の育成）。
③ どのように社会・世界と関わり、より良い人生
を送るか（学びを人生や社会に生かそうとす
る「学びに向かう力・人間性等」の涵養）。
２．新指導要領における内容と指導方法
（1）小・中・高等学校等、発達の段階における
指導目標と内容
①小・中学校の目標
小・中学校ともに共通であり、以下のように示
されている。
前文は「探究的な見方・考え方を働かせ、横断
的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく
課題を解決し、自己の生き方を考えていくための
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。」
目標は（1）探究的な学習の過程において、課
題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題
に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理
解するようにする。（2）実社会や実生活の中から
問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、
整理・分析して、まとめ・表現することができる
ようにする。（3）探究的な学習に主体的・協働的
に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、
積極的に社会に参画しようとする態度を養う。
②高校の目標
前分は「探究の見方・考え方を働かせ、横断的・
総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方
生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決
していくための資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。」
目標は（1）探究の過程において、課題の発見
と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に
関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解す
るようにする。（2）実社会や実生活と自己との関
わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情
報を集め、整理・分析して、まとめ・表現するこ
とができるようにする。（3）探究に主体的・協働
的に取り組むとともに、互いのよさを生かしなが
ら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現し
ようとする態度を養う。
（2）各校種における内容の例示とその指導方法
①小学校・中学校の内容例示
小学校の内容として示されている探究課題は、
学校の実態に応じて、例えば、国際理解、情報、
環境、福祉・健康などの現代的な諸課題に対応す
る横断的・総合的な課題、地域や学校の特色に応
じた課題、生徒の興味・関心に基づく課題、職業
や自己の将来に関する課題等がある。
②高校
高校の内容として示されている探求課題は、地
域や学校の実態、生徒の特性等に応じて、例えば、
国際理解、情報、環境、福祉・健康などの現代的
な諸課題に対応する横断的・総合的な課題、地域
や学校の特色に応じた課題、生徒の興味・関心に
基づく課題、職業や自己の進路に関する課題等が
ある。
3．各地区における指導事例の調査
北海道、山形県、新潟県、東京都、神奈川県、
埼玉県、兵庫県、広島県、鳥取県、山口県、大分
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県、計 11都道県の教育委員会や教員研修センタ
ーのホームページを調査した。
Ⅳ．まとめと考察
１．各地区の実践から学んだこと
① 　学習指導要領の改訂により、「総合」 が、
新しい時代を生きるための資質・能力を伸ば
すための中心的学習を担うものであるという
考えに沿ってはいるが、指導要領の内容を解
説している地区は6地区、解説していない地
区は5地区だった。学生に学ばせる場合、ど
の地区で勤務しようと、基本的な事柄につい
て理解しておくことは、必要不可欠である。
②カリキュラムマネージメントの考え方
　　 　すべての地区で、小・中・高の流れについ
て触れているが、具体的な地区もあれば、概
要だけの地区もある。学生にとっては、教育
課程全体を理解し、さらに、既習事項を関連
付けて指導計画を立てる等の、カリキュラム
マネージメントは難しい内容になるため、概
要には必ず触れなければならないと考える。
そして、このようなマネージメントこそが、
「総合」の楽しさや醍醐味であり、児童・生
徒の成長が期待できることを学ばせたいと考
える。
③地区の特徴を生かした学習
　　 　歴史・文化・産業や生活環境、自然災害へ
の対応等、児童・生徒が住む地区の特徴を学
習の題材にして「総合」を組み立てているこ
とが多い。ところが現在の学生は、いわゆる
「総合」の記憶が希薄であり、何を学んだか
忘れている者が多い。郷土に対する深い思い
を育てる意味でも、授業で取り扱う必要があ
るだろう。
２．本学で行う授業の構想
①目標について
・学習指導要領等から「総合」の主旨や内容につ
いて学び、我が国の教育の方向性を理解できる
ようにする。
・具体的な指導例から指導内容や方法、評価につ
いて学び、教育現場で実際に児童・生徒を指導
できるようにする。
②内容について
・学習指導要領や文科省の資料、文献等から「総
合」について理解する。
・「総合」の指導計画の作成、指導方法、評価に
ついて理解する。
・指導例として各地区の実践について学ぶ。
・実際に行ってみたい授業の指導案を作成し、発
表する。
③　評価について
・計画した学習指導に対する評価を作成し、その
内容に関して討論する。
・実際に100～200字程度の評価コメントを作成
し、発表する。
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